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審議案件 １          第８９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項） 
 
第１ 審議案件の概要                                     ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：テックランド銚子店                            
 ２ 所在地：銚子市三崎町二丁目２６１３番１ほか 
３ 建物設置者：株式会社ヤマダ電機 代表取締役 山田 昇 
４ 小売業者名：株式会社ヤマダ電機  (業種：家庭電化製品専門店)  
５ 敷地の概要：・敷地面積 ８，８８１㎡  ・所有形態  借地 

・都市計画区域 都市計画区域内 
・用途地域   無指定地域 
・現況     店舗・駐車場 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造り平屋建て 
・建築面積    ３，０５６㎡ 
・延床面積    ３，０２５㎡ 
・店舗面積    １，９８４㎡ 

７ 周辺の環境等： 北西側は道路を挟み商業施設及び住居、北東側は住居及び倉庫、 
          南東側は畑及び住居、南西側は住居及び畑。 
８ 処理経過： ・届出日 平成２３年２月２５日 

・公告縦覧期間  平成２３年３月１１日～平成２３年７月１１日 
・説明会開催日時 平成２３年４月２３日 午後２時 

       ・場 所 銚子市勤労コミュニティセンター 
９ 市町村・住民等の意見 ：銚子市の意見   なし    

：住民等の意見   なし 

１ 新設日 ：平成２３年１０月２６日 
２ 店舗面積：１，９８４㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：１２５台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：２７台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：７５㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：３８㎥ 
７ 開店時刻：午前１０時 
  閉店時刻：午後１０時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前９時３０分～午後１０時３０分 
９ 駐車場の出入口の数：１か所 
 駐車場の出入口の位置：図３ 

10 荷さばき可能時間帯： 
午前６時～午後１０時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 １２５台(内身障者用２台) 

（指針）必要駐車場台数＝８１台 （出店計画書 P６参照） 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３参照） 

・屋外平面駐車場（自走式） 
・出入口１か所 
交通への支障を回避するための方策 
・オープン時に駐車場の出入口に交通整理員を配置する。その後は状況を見ながら適宜配置する。 
・誘導看板の設置、誘導矢印や停止線等の路面表示を行う。 
 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
・届出台数 ２７台 ＊既存店舗の実績に基づく必要台数 13 台（出店計画書 P 8 参照） 

            ・駐輪場の管理体制   従業員が巡回し、駐輪場の整理を行う。 
・駐輪場案内の表示方法 駐輪場は路面表示等で明示する。 

 
エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 

（ア）荷さばき施設の整備  面積：７５㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：２台 
 ・待機スペース       ：なし 

・搬出入車両専用出入口   ：なし 
・荷さばき可能時間帯    ：午前６時～午後１０時 
・搬出入車両              ：８台（2t×5 台、4t×3 台）              
・平均的な荷さばき処理時間 ：２t＝１５分、４t＝２０分 
・ピーク時の搬出入車両台数 ：１台／時間 
 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   図５のとおり 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：オープン時の新聞折込み広告に案内経路を掲載する。 
・駐車場出入り口に案内看板を設置する。 
・オープン時に交通整理員を配置する。その後は状況により適宜交通整理員を配置する。 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  既存類似店舗の実績から算出した

必要台数が確保されており、駐輪需要

は充足していると認められる。 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、適

切な配慮がなされていると認められ

る。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・駐車場内は見通しのよい車路とする。（図３参照） 
・北側の道路から店舗入口まで歩行者通路等を設置し、歩行者の安全を確保する。 
 

※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、適切な配慮がなされていると認

められる。 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・搬入時の簡易梱包や発泡スチロールから紙への移行など、減量化やリサイクルをメーカーとともに行う。 
・ダンボールや発泡スチロール等のゴミは店内展示品からのみとする。 
・簡易包装やレジ袋の削減に取り組む 
 

イ リサイクル計画 
  ・リサイクル商品は家電リサイクル法の基づき適正に行うとともに、再利用が可能なものは買取り・修理・再販売

する 
・店頭に乾電池・インクカートリッジの回収ボックスを設置する。 
・再生紙の利用促進 
・ダンボール等の紙製廃棄物はリサイクル原料として活用する。 
 

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

（４）防災・防犯対策への協力 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 防災対策  
・自治体等から要請があった場合は、対応する。 

イ 防犯対策 
・駐車場内には、適切な照明設備を配置する 
・駐車場利用時間外は出入口をチェーンバリカ等で施錠する。 
・地元協力の支援を得ながら防犯対策に努める。 
 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：室外機は必要最小限の稼働とする。 
 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：深夜・早朝の荷さばき作業を行わない。 

荷さばき車両のアイドリングストップを徹底する。 
作業員に入出場時や待機中及び作業は静音に努めるよう指導する。 

・荷さばき施設：十分な作業スペースを確保し、平滑な路面とする。 
 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・室外機は必要最小限の稼働とする。 

b  駐車場からの騒音対策 
・平滑な路面とする。 
・店内放送、看板等により空ぶかしやアイドリンクの禁止、徐行の呼びかけを行う。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・施設面の対策：平滑な路面とする。  
・運用面の対策：廃棄物の減量化を図る、 

空ぶかしやアイドリンクを禁止し、作業員に静穏作業の指導を行う。 
 
 
 
 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価について

は、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準

値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予

測評価において、来客車両走行音が敷地

境界で基準を超過する地点があるが、保

全対象側ではすべて基準を満たしてい

ることから、周辺地域の生活環境に及ぼ

す影響は軽微であると認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                             

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外。 

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準。（無指定地域であるが、周辺の状況を考慮してＢ類型の基準を用いた） 
 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ 無指定地域 （Ｂ） 44 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｂ 無指定地域 （Ｂ） 54 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｃ 無指定地域 （Ｂ） 48 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｄ 無指定地域 （Ｂ） 45 55 以下 30 45 以下  

Ｅ 無指定地域 （Ｂ） 41 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｆ 無指定地域 （Ｂ） 47 55 以下 ＜30 45 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、敷地境界地点、保全対象側敷地境界及び住居の外壁。 
ｃ 評価方法：騒音規制法の夜間の規制基準。（無指定地域であり、騒音規制法のあてはめがないため、銚子市環境

保全条例によるその他の地域の基準値を適用した。） 

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 保全対象 基準値 

 

備  考 

P1 無指定地域 その他の区域 74 50 47（Ａ） 50 来客車両走行 001 

P2 無指定地域 その他の区域 ＜30 50 － － キュービクル 01 
P3 無指定地域 その他の区域 54 50 49（P3’） 50 来客車両走行 018 
P4 無指定地域 その他の区域 56 50 41（Ｅ） 50 来客車両走行 005  
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（２）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：３８ｍ３    （高さ１．５ｍ）  

（指針）廃棄物等の保管容量 ９．２８ｍ３ 
 
イ 廃棄物等の運搬や処分について 

・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日  

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても適切な

配慮がなされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ：緑化面積 １０２㎡（敷地面積 ８，８８１㎡の１．４９％） 

（法的規制はなし） 
 

イ 街並みづくり、景観への配慮 ：建物はシンプルな形状とし、清涼感と清潔感のあるデザインとする。 
                 看板及び広告塔は必要最小限の大きさと設置箇所とする。 
                                   
ウ 屋外照明・広告塔照明等 

・点灯時間  日没から駐車場利用時間終了まで 
・光害対策  周辺住居に対して悪影響を及ぼさないよう、照射方向や照度に配慮します。 
 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

 
３ 市町村・住民等の意見について 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
 
ア 銚子市の意見  なし 
イ 住民等の意見  なし 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、既存類似店舗の実績から算出した必要台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、適切な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設及び適切な運営計画であると認められる。 
 

３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が敷地境界で基準を超過する地点があるが、保全対象側ではすべて基準を満たしている

ことから、周辺地域の生活環境に及ぼす影響は軽微であると認められる。 
 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 

６ 銚子市及び住民等のからの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適切に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適切な配慮をしてください。 
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審議案件 ２          第８９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項）   
 
第１ 審議案件の概要                                      ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：千葉ニュータウン複合施設 
 ２ 所在地：印西市西の原五丁目６番 
３ 建物設置者：株式会社 G－７ホールディングス 代表取締役 木下守 
４ 小売業者名：株式会社セブンプランニング(業種：衣料品・家具等のリサイクル)ほか 
５ 敷地の概要：・敷地面積 １３，１４５㎡  ・所有形態 借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   準工業地域 
・現況     更地 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋建 
・建築面積   ５，５９６㎡ 
・延床面積   ５，５９６㎡ 
・店舗面積   ３，３３６㎡ 

７ 周辺の環境等：東側は物販店舗、西側は空き地 
南側は道路を挟み空き地、農地、北側は道路を挟み北総線事業用地である。 

８ 処理経過： ・届出日 平成２３年２月２８日 
・公告縦覧期間  平成２３年３月１１日～平成２３年７月１１日 
・説明会開催日時 平成２３年４月１２日 午後２時 

       ・場 所 印西市 そうふけ公民館 
９ 市町村・住民等の意見 ：印西市の意見     なし 

：住民等の意見     なし 

１ 新設日 ：平成２３年１０月３１日 
２ 店舗面積：３，３３６㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：１９５台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：１１６台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：１０３㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：３３㎥ 
７ 開店時刻：午前 ８時  
  閉店時刻：午後１０時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前７時４５分～午後１０時１５分 
９ 駐車場の出入口の位置：図３ 

駐車場の出入口の数：４か所  
10 荷さばき可能時間帯： 

午前６時～午後１０時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数１９５台（うち身障者用５台、高齢者用６台） 

＊指針必要駐車場台数＝１５５台（出店計画書Ｐ６参照） 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）１９５台 
・出入口４か所 
交通への支障を回避するための方策 
・開店、旧盆、年末等の繁忙日には各出入口に１名ずつ交通整理員を配置する。 
（繁忙日以外については、オープン後に繁忙時間を検証し配置の検討を行う） 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
・届出台数 １１６台 
必要駐輪台数  印西市自転車等駐車場の附置義務に関する条例を基に算出した(店舗面積 20 ㎡当たり１台)。 
        2,305 ㎡÷20 ㎡=116 台     

・駐輪場の管理体制   繁忙時を中心に従業員が適時敷地内を巡回する。             
・駐輪場案内の表示方法 看板等で表示する。 

エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：１０３㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：４台   
・待機スペース       ：なし 
・搬出入車両専用出入口   ：なし 
・荷さばき可能時間帯    ：午前６時～午後１０時 
・搬出入車両              ：３台（２ｔ車）、４４台（４ｔ車） 
・平均的な荷さばき処理時間 ：１５分  
・ピーク時の搬出入車両台数 ：７台 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   図５のとおり 
（イ）周知の方法 

・出入口に案内看板を設置する。 
・チラシ等の配布：チラシ等に案内経路を記載する。 
・交通整理員の配置：繁忙時に必要に応じ適宜配置する。 

※駐車場 
 指針に基づく必要台数を上回って確

保されており、駐車需要を充足している

と認められる。 
 
 
 
 
※駐輪場 
 印西市の条例を基に算出しており、駐

車需要を充足していると認められる。 
 
 
 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が確

保されており、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、必要

な配慮がなされていると認められる。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・歩行者・自転車専用通路にライン引きをする。 
・混雑が予想される際には交通整理員を配置する。 
・必要最低限の照度とする夜間照明を設置する。 
 

※歩行者の利便性 
 歩行者の通行の利便性の確保につい

て、必要な配慮がなされていると認めら

れる。 
 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・Ａ棟内店舗は車及びリサイクル用品店舗であり、一般廃棄物は少ない店舗である。 
Ｂ棟は食料品を扱う店舗だが、食品加工は行わず、冷凍食品を多く扱う店舗で、一般廃棄物は少ない店舗である。 

・販売予測に基づいた仕入れ量の工夫、売れ残りの少ない商品管理により、廃棄される商品の削減に努め、廃棄物

の発生量を抑える。 
・商品の無包装バラ売り、簡易包装に努める。 
・大量購入の際は梱包段ボールで持ち帰ってもらうよう努める。 
・事務室内で使用するコピー用紙は再生紙利用に努める。 

イ リサイクル計画 
  ・食品廃棄物は食品リサイクル法の基本方針に基づき発生の抑制、減量、再利用化に努める。 
  ・容器包装について再資源化比率を高め、ごみ減量の推進に努める。 

・リサイクルの推進状況を把握し、自社のリサイクル意識を高める。 

※廃棄物 
 廃棄物の減量化及びリサイクル計画

について、適切な配慮がなされていると

認められる。 
 

 
（４）防災・防犯対策への協力 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 防災対策  

・行政から協力要請があった場合、防災協定の締結を検討する。 
イ 防犯対策 

・従業員の定期的な巡回を実施するとともに、閉店後は出入口をチェーンバリカー・ガードパイプ等で施錠・閉鎖

し、店舗の管理を徹底する。 

※防災・防犯 
防災・防犯対策への協力について、適

切な配慮がなされていると認められる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：騒音源となる設備類の大半を屋上に設置する。 

定期点検及び清掃を随時実施し、騒音の増大化を防ぐ。 
 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：計画搬入の実施により待機車両を解消する。 

搬入車両のアイドリングストップを徹底する。 
作業員に騒音抑制意識の徹底を図る。 
ドアの開閉音を軽減し、低速走行する。 

・荷さばき施設：建物に隣接して設置し、台車等の走行を極力減らす。 
 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・定期点検及び清掃を随時実施し、騒音の増大化を防ぐ。 

b  駐車場からの騒音対策 
・周囲の緑地帯を緩衝材とする。平滑な路面とする。 
・千葉県環境保全条例に基づき、来客に対しアイドリンクの禁止の周知看板を設置する。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・施設面の対策：十分なスペースを確保し、廃棄物の回収時間を短縮する。  
・運用面の対策：廃棄物処理業者への騒音抑制意識向上の働きかけを行う。 

夜間の回収は行わない。 
 
 
 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価について

は、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準

値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予

測評価において、来客車両走行音が敷地

境界及び隣地敷地境界で基準を超過す

るが、影響が見込まれる範囲に保全対象

となる住宅等がないことから、周辺地域

の生活環境に及ぼす影響は軽微である

と認められる。 



5 

イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                             

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外。 

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準。 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ 準工業地域 Ｃ 50 60 以下 37 50 以下  

Ｂ 準工業地域 Ｃ 45 60 以下 34 50 以下  

Ｃ 準工業地域 Ｃ 50 60 以下 37 50 以下  

Ｄ 準工業地域 Ｃ 47 60 以下 35 50 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、敷地境界地点、隣地敷地境界地点及び住居の外壁。 
ｃ 評価方法：騒音規制法の夜間の規制基準。 

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 

予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 隣地敷地境界 基準値 

 

備  考 

a 準工業地域 第三種区域 74 50 53 50 来客自動車 A-1 

b 準工業地域 第三種区域 74 50 53 50 来客自動車 A-26 

c 準工業地域 第三種区域 74 50 52 50 来客自動車 A-19 

d 準工業地域 第三種区域 74 50 52 50 来客自動車 A-53 

※隣地敷地境界で基準値を超過するが、影響が見込まれる範囲に保全対象となる住宅等はない。 
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（２）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：３３m3  （高さ１．５ｍ） 
 
（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」＝１５．５㎥（出店計画書Ｐ１４ 参照） 

   ※全体排出予測量：15.5ｍ３＝指針に基づく排出予測量：15.5m3＋小売店舗以外の排出予測量：なし 

     
イ 廃棄物等の運搬や処分について 

・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    週７回（毎日） 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管施

設は指針を満たす保管容量が確保され

ており、運搬等についても適切な配慮が

なされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 ７２０㎡（敷地面積 １３，１４５㎡の５．５％） 

（印西市開発行為等指導要綱（５％以上）による） 
イ 街並みづくり、景観への配慮 ：周囲と調和のとれる形状の建物・高さ・色彩とし、街並みを乱すことのない店舗

計画とする。 
敷地外周部に緑地を配置する。 
外壁は奇抜な色を避け、景観に溶け込む色彩とする。 

ウ 屋外照明・広告塔照明等： 
・点灯時間  日没後から日の出まで 
・光害対策  屋外照明は住宅側に光が当たらないように配慮したものとする。 

広告照明は道路走行中の運転手が眩しくならないように配慮したものとする。 

※街並みづくり 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

 
３ 市町村・住民等の意見について 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 印西市の意見：なし 
    
イ 住民等の意見：なし 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数を上回って確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、印西市の条例を基に算出しており、駐輪需要を充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 
 

３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が敷地境界及び保全対象側で基準を超過するが、周囲に保全対象となる住宅等がないこ

とから、周辺地域の生活環境に及ぼす影響は軽微であると認められる。 
 

 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 

６ 印西市及び住民等からの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
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審議案件 ３          第８９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項） 
 
第１ 審議案件の概要                                     ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：ＰＣデポ富里インター店                            
 ２ 所在地：富里市七栄北新木戸土地区画整理事業地内３街区１７画地ほか 
３ 建物設置者：株式会社ピーシーデポコーポレーション 代表取締役 野島隆久 
４ 小売業者名：株式会社ピーシーデポコーポレーション 代表取締役 野島隆久 
                  (業種：住生活関連品（パソコン及び精密機器）)  
５ 敷地の概要：・敷地面積 １１，６６２㎡  ・所有形態  借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   近隣商業地域 
・現況     宅地 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造り平屋建て 
・建築面積    ４，８８３㎡ 
・延床面積    ４，６４６㎡ 
・店舗面積    ４，１７８㎡ 

７ 周辺の環境等： 東側は農地、道路を挟んで住宅及び駐車場、北側は住宅及び農地。西側は道

路を挟んで駐車場及び公園、南側は道路を挟んで倉庫及び更地。 
８ 処理経過： ・届出日 平成２３年３月１６日 

・公告縦覧期間  平成２３年４月１日～平成２３年８月１日 
・説明会開催日時 平成２３年５月１０日 午後３時 

       ・場 所 中部ふれあいセンター 
９ 市町村・住民等の意見 ：富里市の意見   あり 

：住民等の意見   なし 

１ 新設日 ：平成２３年１１月１７日 
２ 店舗面積：４，１７８㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：１８１台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：６０台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：１２６㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：２７㎥ 
７ 開店時刻：午前９時 
  閉店時刻：午後１０時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前８時３０分～午後１０時３０分 
９ 駐車場の出入口の数：３か所 
 駐車場の出入口の位置：図３ 

10 荷さばき可能時間帯： 
午前６時～午後１０時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 １８１台(内身障者用４台、高齢者優先６台) 

（指針）必要駐車場台数＝１８１台 （出店計画書 P７参照） 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３参照） 

・建物外平面駐車場（自走式） 
・出入口３か所 
交通への支障を回避するための方策 
・交通整理員を原則各１名を配置し、オープン時及び繁忙期には適宜、駐車場の出入口に交通整理員を配置する。 
・誘導看板・誘導標識の設置や停止線等の路面表示を行う。 
 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
・届出台数 ６０台 ＊既存店舗の実績及び指針の参考値に基づく必要台数 ５６台（出店計画書 P 10 参照） 

            ・駐輪場の管理体制   従業員が定期的に巡回するとともに、閉店後は出入口を施錠する。 
・駐輪場案内の表示方法 駐輪場は看板を設置し、路面表示等で明示する。 

 
エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 

（ア）荷さばき施設の整備  面積：１２６㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：２台 
 ・待機スペース       ：あり 

・搬出入車両専用出入口   ：あり 
・荷さばき可能時間帯    ：午前６時～午後１０時 
・搬出入車両              ：１２台（2t×5 台、4t×7 台）              
・平均的な荷さばき処理時間 ：２t＝１５分、４t＝２０分 
・ピーク時の搬出入車両台数 ：３台／時間 
 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   図５のとおり 
（イ）周知の方法 

・計画地の南側前面道路沿いに駐車場誘導看板を設置する。 
・オープン時、新聞に折込み広告に明記する。 
・繁忙時、駐車場出入口に交通整理員を配置する。 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  指針の参考値から算出した必要台

数が確保されており、駐輪需要は充足

していると認められる。 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、適

切な配慮がなされていると認められ

る。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・敷地内を歩行者が安全に通れるよう、歩行者用通路を店舗前に設置する。（図３参照） 
 

※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、適切な配慮がなされていると認

められる。 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・計画的に商品の仕入れ・管理を行うことにより、廃棄物の発生量を抑える。 
・ダンボールは１００％リサイクルする。 
・コピー用紙は再生紙利用に努める。 
・分別のごみ箱を使用するとともに、マイバッグ・マイ箸を使用する。 
 

イ リサイクル計画 
  ・使用済みのテレビ・パソコンについては、家電リサイクル法に基づく取引や収集、運搬を専門業者に委託する。 

・プリンタートナーカートリッジの回収ボックスを店等に常設し、リサイクルする。 
・ＯＡ用紙、商品梱包厚紙等についてもダンボールとともにリサイクル化に努める。 
 

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

（４）防災・防犯対策への協力 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 防災対策 
・地元の方々から要請があった場合は、できる限り対応する。 

イ 防犯対策 
・警備員等による定期的な巡回・声かけ及び店内放送による注意喚起を行う。 
・店内及び駐車場に防犯カメラを設置する。 
・閉店後は出入口をチェーンバリカ等で施錠し、店舗管理を徹底する。 
・車上荒らしを防ぐため、夜間照明を駐車場内の死角を無くす様に配置する。 
・店舗閉店後はセンサーによる機械警備に切り替え管理する。 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策：室外機は低騒音且つ低振動型を使用する。 
               定期点検及び清掃を随時実施し、騒音の増大化を防ぐ。 
 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：計画搬入の実施により待機車両を解消する。 

搬入車両のアイドリングストップを徹底する。 
作業員に対して騒音防止意識の徹底を図る 
ドアの開閉音を軽減し、低速走行をする。 
台車は低騒音型を使用する。 

・荷さばき施設：－ 
 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・室外機、給排気口及びキュービクルは低騒音型を使用する。 

b  駐車場からの騒音対策 
・平滑な路面とする。緑地帯を設置し緩衝材とする。 
・来客に対しアイドリンクの禁止の周知看板を設置する。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 
・施設面の対策：廃棄物等の回収時間を短縮するため、十分なスペースを確保する。 
・運用面の対策：廃棄物処理業者へ騒音抑制意識向上の働きかけをする。 

建物側至近での作業を徹底する。 
夜間時間帯には収集及び回収作業を行わない。 
 
 
 
 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価について

は、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準

値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予

測評価において、来客車両走行音が敷地

境界で基準を超過する地点があり、隣地

敷地境界でも１地点で基準を超過する

が、隣地の現況が公園であり住宅等保全

対象がないことから、周辺地域の生活環

境に及ぼす影響は軽微であると認めら

れる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                             

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外。 

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準。 
 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ 近隣商業地域 Ｃ 52 60 以下 39 50 以下  

Ｂ 近隣商業地域 Ｃ 45 60 以下 38 50 以下  

Ｃ 準工業地域 Ｃ 44 60 以下 34 50 以下  

Ｄ 準工業地域 Ｃ 47 60 以下 36 50 以下  

Ｅ 近隣商業地域 Ｃ 43 60 以下 33 50 以下  

Ｆ 近隣商業地域 Ｃ 52 60 以下 40 50 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、敷地境界地点及び隣地敷地境界地点。 
ｃ 評価方法：騒音規制法の夜間の規制基準。 

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 保全対象 基準値 

 

備  考 

Ｄ 近隣商業地域 第３種区域 74 50 45 60(準工業) 来客自動車 A-1 

Ｆ 近隣商業地域 第３種区域 74 50 58 50 来客自動車 A-12 
ｃ 近隣商業地域 第３種区域 74 50 50 60(準工業) 来客自動車 A-25  
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（２）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：２７ｍ３    （高さ１．５ｍ）  

（指針）廃棄物等の保管容量 １９．５ｍ３ 
 
イ 廃棄物等の運搬や処分について 

・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても適切な

配慮がなされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ：条例による規制地域ではないため、富里市開発指導要綱に定める６％以上を確保することで協

議中。 
イ 街並みづくり、景観への配慮 ：敷地周辺の街並みに配慮し、自然と溶け込んで落ち着いた色合いとするとともに、

屋外サイン及び建物外壁看板は奇抜な色を避けるなど景観と環境に配慮する。 
                  
ウ 屋外照明・広告塔照明等 

・点灯時間  日没から駐車場利用時間終了まで 
・光害対策  住宅側に光が当たらないように配慮する。 
 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

３ 市町村・住民等の意見について 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 富里市の意見  あり 
・店舗から生ずる廃棄物の減量及び再資源化に図られたい。 
 （対応）富里市廃棄物の処理及び清掃に関する条例第４条第１項の規定を順守して、店舗から生ずる廃棄物の減量及

び再資源化に努める。 
・車上狙い、万引き防止対策の充実。 
 （対応）夜間照明を場内の死角をなくすように配置する。また従業員・警備員による定期的な巡回・声かけ等により

注意喚起を促す。 

イ 住民等の意見  なし  

※富里市からの意見については、必要

な対応がなされていると認められる。 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針による台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、適切な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設及び適切な運営計画であると認められる。 
 

３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 
   夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が敷地境界で基準を超過する地点があり、保全対象側でも１地点で基準を超過するが、

保全対象側の現況が公園であり住居がないことから、周辺地域の生活環境に及ぼす影響は軽微であると認められる 
 

 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 

６ 富里市の意見については、必要な対応がなされていると認められ、住民等からの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適切に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適切な配慮をしてください。 
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審議案件 ４          第８９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項）   
 
第１ 審議案件の概要                                      ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：ケーズデンキ四街道店 
 ２ 所在地：四街道市物井特定土地区画整理事業地内４１街区２画地ほか 
３ 建物設置者：株式会社ケーズホールディングス 代表取締役 遠藤裕之 
４ 小売業者名：株式会社ケーズホールディングス (業種：家庭電化製品専門店) 
５ 敷地の概要：・敷地面積 ２１，１１６㎡  ・所有形態 借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   準工業地域 
・現況     更地 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋建 
・建築面積   ７，００１㎡ 
・延床面積   ６，９６０㎡ 
・店舗面積   ４，９８１㎡ 

７ 周辺の環境等：東側は道路を挟み住居予定地（更地）、西側は店舗予定地（更地） 
南側は道路を挟み専用住居予定地（更地及び住宅点在） 
北側は道路を挟み店舗予定地（更地）及び自動車学校である。 

８ 処理経過： ・届出日 平成２３年３月２２日 
・公告縦覧期間  平成２３年４月５日～平成２３年８月５日 
・説明会開催日時 平成２３年５月２１日 午後１時３０分 

       ・場 所 四街道市 千代田公民館 
９ 市町村・住民等の意見 ：四街道市の意見     あり 

：住民等の意見      なし 

１ 新設日 ：平成２３年１１月２３日 
２ 店舗面積：４，９８１㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：２９１台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：１５０台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：４２２㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：３７㎥ 
７ 開店時刻：午前１０時  
  閉店時刻：午後 ９時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前９時３０分～午後９時３０分 
９ 駐車場の出入口の位置：図３ 

駐車場の出入口の数：３か所  
10 荷さばき可能時間帯： 

午前８時～午後１０時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数２９１台（うち身障者用３台、高齢者用４台） 

＊指針必要駐車場台数＝２６１台（出店計画書Ｐ５参照） 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）２９１台 
・出入口３か所 
交通への支障を回避するための方策 
・オープン当初及び繁忙期には出入口に交通整理員を配置する。 
・各出入口に駐車場誘導看板を設置する。 
・駐車区画は白線引き等により路面表示を行う。 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
・届出台数 １５０台 

＊指針必要駐車場台数＝１４３台（出店計画書Ｐ８参照） 
・駐輪場の管理体制   従業員１～２名が営業時間内の巡回により対応する。            
・駐輪場案内の表示方法 看板掲示及び路面表示を行う。 

エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：４２２㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：２台   
・待機スペース       ：あり 
・搬出入車両専用出入口   ：あり（1 か所） 
・荷さばき可能時間帯    ：午前８時～午後１０時 
・搬出入車両              ：１２台（２ｔ車６台、１０ｔ車６台） 
・平均的な荷さばき処理時間 ：３０分  
・ピーク時の搬出入車両台数 ：４台 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   図５のとおり 
（イ）周知の方法 
  ・案内看板の設置：駐車場出入口に誘導看板を設置する。 

・チラシ等の配布：オープン時の新聞折込みチラシに、案内経路図を記載する。 
・交通整理員の配置：オープン当初及び繁忙期には、交通整理員を増員配置する。 

※駐車場 
 指針に基づく必要台数を上回って確

保されており、駐車需要を充足している

と認められる。 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
 指針に基づく必要台数を上回って確

保されており、駐車需要を充足している

と認められる。 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が確

保されており、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、必要

な配慮がなされていると認められる。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・前面道路の歩道より店舗入口まで歩行者・自転車通路を設置し、路面カラー標示にする。 
・建物廻りに歩行者通路を設置する。 
・オープン時、売り出し等の混雑が予想される際には交通整理員を配置する。 
・駐車場内へ適切な照明を設置する。 

※歩行者の利便性 
 歩行者の通行の利便性の確保につい

て、必要な配慮がなされていると認めら

れる。 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・折りたたみ式コンテナ等を使用し、段ボール等梱包を最少限にする。 
・小さな商品についてはテープ等で処理を行い、過剰包装のないよう減量化に努める。 
・レジでお客様に声をかけて袋の削減を図る。 
・店舗内へのポスター掲示及びリサイクルボックス設置等により資源ごみの分別を喚起し、廃棄物の減量に努める。 
・文房具類は大切に使用し、業務用印刷機のインクは再利用のものを使用し減量化を図る。 
・再生紙の使用に努め、コピー、メモは両面・裏面使用するよう努める。 
・社内に省エネ推進室を設け、環境に配慮するよう会社全体に周知している。 

イ リサイクル計画 
  ・家電リサイクル法対象の４品目について、引き取った品物の運搬を指定業者に委託し、メーカーに引き渡す。 

・ダンボール、紙パック、包装容器等は種類別に分別を行い、指定業者に引渡し、リサイクルを行う。 
  ・パソコンの買い替え等で引き取った品物をメーカーに引き渡す。 

・自動販売機飲料のペットボトル・アルミ缶等は、エントランスホール内のボックスに種類別に分別収集し、専門

業者にリサイクルを依頼する。 

※廃棄物 
 廃棄物の減量化及びリサイクル計画

について、適切な配慮がなされていると

認められる。 
 

（４）防災・防犯対策への協力 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 防災対策  
・行政から協力要請があった場合協力する。 

イ 防犯対策 
・駐車場等の施設に適切な照明設備・防犯カメラを設置する。 
・警備会社と業務委託契約し巡回を実施する。 
・営業時間外の駐車場等の出入口をフェンス型引戸により施錠し、青少年のたまり場にならないようにする。 
・従業員と店舗責任者（店長等）の連携による緊急時の通報体制を整備する。 

※防災・防犯 
防災・防犯対策への協力について、適

切な配慮がなされていると認められる。 

 
２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 
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指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：低騒音型の室外機の使用。 
 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：作業時のアイドリングストップの禁止の徹底及び作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 
・荷さばき施設：衝撃騒音の発生が予測される箇所（台車、扉及び搬入車プラットホーム等）に緩衝用ゴムをと

りつけ低減を図る。十分な作業スペースを確保し、作業時間を短縮する。 
 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・室外機及びキュービクルは防振架台に設置し低騒音型を使用する。 
・給排気口は深型フードを使用する。 

b  駐車場からの騒音対策 
・排水溝・枡等による段差をなくし平滑な路面とする。 
・看板、路面表示により車両誘導をスムーズにする。 
・「アイドリンクスストップ」等の看板を設置する。利用時間帯以外は閉鎖する。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策  
・運用面の対策：廃棄物処理業者への騒音抑制意識の働きにかけに努める。 

深夜・朝夕の回収はしない。毎日 15 分程度の作業とし、営業時間内に限定する。 
 
 
 

※騒音 
騒音の予測・評価結果は、すべて基準

値を満たしており、適切な対応がとられ

ているものと認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                             

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外。 

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準。 
 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ 準工業地域 Ｃ 43 60 以下 ＜30 50 以下  

Ｂ 準工業地域 Ｃ 43 60 以下 ＜30 50 以下  

Ｃ 第二種低層住居専用地域 Ａ 45 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｄ 第一種低層住居専用地域 Ａ 45 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｅ 第一種低層住居専用地域 Ａ 45 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｆ 準工業地域 Ｃ 43 60 以下 ＜30 50 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、敷地境界地点及び保全対象側敷地境界。 
ｃ 評価方法：騒音規制法の夜間の規制基準。 

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 保全対象 基準値 

 

備  考 

ａ 第一種低層住居専用地域 第 1種区域 ＜30 40 － － キュービクル  
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（２）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：３７m3  （高さ１．５ｍ） 
 
（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」＝２３．２㎥（出店計画書Ｐ２０ 参照） 

   ※全体排出予測量：23.2ｍ３＝指針に基づく排出予測量：23.2m3＋小売店舗以外の排出予測量：なし 

     
イ 廃棄物等の運搬や処分について 

・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日（ただし、廃家電については週１～２回） 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管施

設は指針を満たす保管容量が確保され

ており、運搬等についても適切な配慮が

なされていると認められる。 
 

（３）街並みづくり等への配慮等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 ８４２㎡（敷地面積 ２１，１１６㎡の４．０％） 
（法令等の規制はなし） 

 
イ 街並みづくり、景観への配慮 ：店舗外周部は定期的に清掃を行い、自治会等の清掃活動がある場合には積極的に

参加し、周辺美化に努める。 
平屋建ての建物とし、空間に圧迫感を与えない高さとする。 
店舗色彩は全体的に落ち着いた色調とし、ストアロゴをアクセントとして周辺景

観に溶け込む建物する。 
ウ 屋外照明・広告塔照明等： 

・点灯時間  日没から駐車場利用時間終了まで 
・光害対策  屋外照明は駐車場内や店舗前の歩行者通路に照射方向を限定し、広告塔照明は敷地外へ照射しない。 

※街並みづくり 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

３ 市町村・住民等の意見について 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 四街道市の意見 
  Ｄルート（生谷方面）から来店する車両は内黒田交差点を左折し、千代田団地内の道路を利用して店舗に来店する

予定となっているが、設定した経路の確実な利用を促すため、適切な位置に誘導サインを設置するよう配慮されたい。 
（対応） 
  内黒田交差点の手前に野立て看板を設置し経路の誘導を行う。 
イ 住民等の意見：なし 

※四街道市からの意見については、必要

な対応がなされていると認められる。 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐輪需要を充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 
 

３ 騒音の予測・評価結果は、すべて基準を満たしており、適切な対応がとられているものと認められる。 
 

 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 

６ 四街道市の意見については、必要な対応がなされていると認められ、住民等からの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
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審議案件 ５          第８９回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項） 
 
第１ 審議案件の概要                                     ＜届出概要＞ 

１ 大規模小売店舗の名称：ケーズデンキ匝瑳店                            
 ２ 所在地：匝瑳市八日市場ハ字エビス田９９９番１ほか 
３ 建物設置者：吉村コンパイン有限会社 代表取締役 吉村和夫 
４ 小売業者名：株式会社ケーズホールディングス  (業種：家庭電化製品専門店) 
５ 敷地の概要：・敷地面積 ８，６０３㎡  ・所有形態  自己所有、一部借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   準住居地域、無指定地域 
・現況     更地 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造り平屋建て 
・建築面積    ３，１２５㎡ 
・延床面積    ３，０９６㎡ 
・店舗面積    ２，４１１㎡ 

７ 周辺の環境等： 東側は店舗、ガソリンスタンド、倉庫、畑、西側は事務所、 
北側は道路を挟み駐車場、スポーツ施設、南側は JR 線路敷。 

８ 処理経過： ・届出日 平成２３年３月２３日 
・公告縦覧期間  平成２３年４月５日～平成２３年８月５日 
・説明会開催日時 平成２３年５月１４日 午後２時 

       ・場 所 匝瑳市ふれあいセンター 
９ 市町村・住民等の意見 ：匝瑳市の意見   なし    

：住民等の意見   なし 

１ 新設日 ：平成２３年１１月２４日 
２ 店舗面積：２，４１１㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：１０４台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：７０台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：１３０㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：２５㎥ 
７ 開店時刻：午前１０時 
  閉店時刻：午後９時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前９時３０分～午後９時３０分 
９ 駐車場の出入口の数：６か所 
 駐車場の出入口の位置：図３ 

10 荷さばき可能時間帯： 
午前８時～午後１０時 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 １０４台(内身障者用２台、高齢者用１台) 

（指針）必要駐車場台数＝１０３台 （出店計画書 P６参照） 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）  
・出入口６か所（うち入口専用１か所、出口専用１か所） 
交通への支障を回避するための方策 
・オープン期、繁忙期に駐車場の出入口に交通整理員を配置する。 
・敷地内駐車場出入口への誘導看板の設置、路面表示による誘導を行う。 
・道路設置者と協議の上、国道への右折レーンの設置を行う。 
 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 
・届出台数 ７０台  
 ＊市条例なし、指針の参考値により算出、必要駐輪台数 ６９台（出店計画書 P ９参照） 

            ・駐輪場の管理体制   従業員が利用上を把握しながら管理する。 
・駐輪場案内の表示方法 駐輪場は路面表示及び看板により位置を周知する。 

 
エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 

（ア）荷さばき施設の整備  面積：１３０㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数     ：２台 
 ・待機スペース       ：あり 

・搬出入車両専用出入口   ：なし 
・荷さばき可能時間帯    ：午前８時～午後１０時 
・搬出入車両              ：３台(10t) 
・平均的な荷さばき処理時間 ：３０分 
・ピーク時の搬出入車両台数 ：２台／時間 
 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路   図５のとおり 
（イ）周知の方法 

・新聞折込み広告に来店経路を掲載する。 

※駐車場 
  指針に基づく必要台数が確保され

ており、駐車需要を充足していると認

められる。 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 
  指針の参考値により算出された台

数が確保されており、駐輪需要は充足

していると認められる。 
 
 
※荷さばき施設 

搬出入計画に基づき、必要な施設が

確保されており、適切な配慮がなされ

ていると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※経路 

経路設定及びその周知の方法は、適

切な配慮がなされていると認められ

る。 
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・国道側出入口に誘導看板を設置する。 
 ・繁忙期には、出入口に交通整理員を配置する。 

（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・歩行者・自転車通路を路面表示する。（図３参照） 
・オープン時等の混雑時には交通整理員を配置し、来客者の安全を確保する。 
 

※ 歩行者の通行の利便性の確保につ

いて、適切な配慮がなされていると認

められる。 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 

・折りたたみコンテナ等を使用しダンボール等の梱包は最小限とする。 
・テープ処理により過剰包装を減らす。 
・レジ袋削減の呼びかけをする。 
・店内及び事務所内にポスター等を掲示し、合わせてリサイクルボックスを設置し、資源ごみの分別を喚起する 
・業務用の再生インクや再生紙の使用に努める。 
・社内に省エネ推進室を設けて会社全体で取り組む 
 

イ リサイクル計画 
  ・各リサイクル法に基づき、引き取り、指定業者へ委託、メーカーに引渡しを行う。 
  ・ダンボール等は委託業者を通じてリサイクルする。 

 

※ 廃棄物の減量化及びリサイクル計

画について、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 

（４）防災・防犯対策への協力 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 防災対策  
・地元行政から要請があった場合は、必要な協力を行う。 

イ 防犯対策 
・駐車場等へは適切な照明設備・防犯カメラを配置する 
・警備員の定期巡回を行う。 
・営業時間外はフェンス型引戸で施錠する。 
・緊急時の通報体制を整備する。 
 

※ 防災・防犯対策への協力について

は、適切な配慮がなされていると認め

られる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策 ：低騒音型の室外機を使用する。 
 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：作業時のアイドリングストップの禁止の徹底及び作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 
・荷さばき施設：衝撃騒音の発生が予測される箇所（台車、扉及び搬入車プラットホーム等）に緩衝用ゴムをと

りつけ低減を図る。十分な作業スペースを確保し、作業時間を短縮する。 
 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
 ・ＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない 

 
（ウ）付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音対策 
・室外機及びキュービクルは防振架台に設置し低騒音型を使用する。 
・給排気口は深型フードを使用する。 

b  駐車場からの騒音対策 
・排水溝・枡等による段差をなくし平滑な路面とする。 
・看板、路面表示により車両誘導をスムーズにする。 
・「アイドリンクスストップ」等の看板を設置する。利用時間帯以外は閉鎖する。 

c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策  
・運用面の対策：廃棄物処理業者への騒音抑制意識の働きにかけに努める。 

深夜・朝夕の回収はしない。毎日 15 分程度の作業とし、営業時間内に限定する。 
 
 
 

※騒音 
騒音の予測・評価結果は、すべて基準

値を満たしており、適切な対応がとられ

ているものと認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図６ 参照）                                             

（ア）騒音の総合的な予測・評価方法 
ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、 

昼間(6：00～22：00)及び夜間(22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。

ｂ 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外。 

ｃ 評価方法：騒音に係る環境基準。（無指定地域は、周辺の状況を考慮してＢ類型の基準を用いた） 

ｄ 騒音の総合的な予測結果 

   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準値 予測レベル 基準値 
備考 

Ａ 準住居地域 Ｂ 42 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｂ 無指定地域 （Ｂ） 50 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｃ 無指定地域 （Ｂ） 52 55 以下 ＜30 45 以下  

Ｄ 無指定地域 （Ｂ） 51 55 以下 ＜30 45 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価方法 

ａ 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 
ｂ 予測地点：建物の周囲について、店舗敷地境界地点及び隣地敷地境界。 
ｃ 評価方法：騒音規制法の夜間の規制基準。（無指定地域は、騒音規制法のあてはめがないため、匝瑳市環境保全

条例によるその他の地域の基準値を適用した。） 

ｄ 発生する騒音ごとの予測結果 
予測地点 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準値 隣地敷地境界 基準値 

 

備  考 

a 無指定地域 その他区域 34 50 － － キュービクル 

b 無指定地域 その他区域 41 50 － － 浄化槽ブロア  
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（２）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：２５ｍ３    （高さ１．５ｍ）  

（指針）廃棄物等の保管容量 １１ｍ３ 
 
イ 廃棄物等の運搬や処分について 

・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    廃家電については 6 日に 1 回、廃家電以外の廃棄物は毎日  

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管

施設は指針を満たす保管容量が確保

されており、運搬等についても適切な

配慮がなされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ：緑化面積 ３１９㎡（敷地面積 ８，６０３㎡の３．７％）（都市計画法３％） 

 
イ 街並みづくり、景観への配慮 ：建物の高さに配慮する。 
                 色調は落ち着いた色調とする 
                 店舗周辺の清掃を適宜実施し環境美化に努める 
                 自治会等の清掃活動には積極的に参加する 
                  
ウ 屋外照明・広告塔照明等 

・点灯時間  広告塔は日没から営業時間終了まで、駐車場照明は利用時間終了まで 
・光害対策  反射板付きの照明器具を使用し、照射角度を調整する。 
 

※街並みづくり等への配慮 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 

３ 市町村・住民等の意見について 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 匝瑳市の意見  なし 
イ 住民等の意見  なし 
   

※市からの意見については、適切な対

応がなされると認められる。 
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第３ 総合判断 
 １ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針の参考値による台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、適切な配慮がされていると認められる。 
 

２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設及び適切な運営計画であると認められる。 
 

３ 騒音の予測・評価結果は、すべて基準値を満たしており、適切な対応がとられているものと認められる。 
 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
 ５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 
 

６ 匝瑳市及び住民等のからの意見はなかった。 
 

  以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適切に配慮されていると判断

する。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適切な配慮をしてください。 
     


